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第
三
条
第
一
項
第
三
十
一
号
中「
第
二
十
四
条
第
四
号
」

を
「
第
二
十
六
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
二
号

中
「
第
十
七
条
第
四
号
」
を
「
第
十
九
条
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
第
三
十
六
号
中
「
こ
と
（
」
の
下
に
「
地
方
公

共
団
体
が
行
う
」
を
加
え
、「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
」

を
「
地
域
の
脱
炭
素
化
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を

「
第
二
条
第
六
項
」
に
、「
第
十
七
条
第
五
号
に
お
い
て
」

を
「
以
下
」
に
改
め
、「
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
が
行
う

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
」
を
削
り
、「
に
限
る
」
を

「
及
び
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
の
経
済

的
措
置
に
関
し
、
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十

一
号
）
第
二
十
二
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
事
務

に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
二
号
イ
中「（
平
成
五
年

法
律
第
九
十
一
号
）」を
削
り
、
同
号
ニ
中
「
第
十
八
条
」

を
「
第
十
七
条
及
び
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
九
条
第

二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
地

方
公
共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る
施
策
に

関
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
号
中
「
第

四
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
」
に
改
め

る
。

第
六
条
第
六
号
中
「
第
三
十
六
条
第
五
号
及
び
第
三
十

七
条
第
二
号
」
を
「
第
三
十
七
条
第
五
号
及
び
第
三
十
八

条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
第
四
十
二
条
第
四
号
及
び
第
四
十

四
条
第
六
号
」
を
「
第
四
十
三
条
第
四
号
及
び
第
四
十
五

条
第
六
号
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三

条
第
一
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
四
十
三

条
第
三
号
」
に
、「
第
四
十
一
条
第
二
号
」
を
「
第
四
十
二

条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
及
び
」
を
「
、
地
域
脱
炭
素

推
進
審
議
官
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
審

議
官
五
人
」
を
「
、
地
域
脱
炭
素
推
進
審
議
官
及
び
審
議

官
四
人
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

地
域
脱
炭
素
推
進
審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
環
境

省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
の
う
ち
地
方
公
共

団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る
施
策
に
関
す

る
も
の
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
並
び
に
関
係

事
務
を
総
括
整
理
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
七
課
」
を
「
八
課
及
び
参
事
官

一
人
」
に
改
め
、「
環
境
計
画
課
」
を
削
り
、「
環
境
影
響
評

価
課
」
を
「
環
境
影
響
評
価
課

地
域
政
策
課

地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
課
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
六
号
中「
環
境
計
画
課
及
び
環
境
経
済
課
」

を
「
環
境
経
済
課
及
び
地
域
政
策
課
」
に
改
め
、
同
条
第

七
号
中
「
環
境
計
画
課
及
び
環
境
経
済
課
」
を
「
環
境
経

済
課
及
び
参
事
官
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中「（
試
験
研

究
機
関
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
十
号
中
「
第
十
八

条
」
を
「
次
条
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
号
中
「
環
境
計

画
課
、
環
境
経
済
課
及
び
環
境
影
響
評
価
課
」
を
「
環
境

経
済
課
、
環
境
影
響
評
価
課
、
地
域
政
策
課
、
地
域
脱
炭

素
事
業
推
進
課
及
び
参
事
官
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
を
削
る
。

第
十
八
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五

号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に

関
す
る
こ
と
（
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る

た
め
の
経
済
的
措
置
に
関
し
、
環
境
基
本
法
第
二
十

二
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
事
務
に
限

る
。）。

第
十
八
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
十
八
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
地
域
政
策
課
の
所
掌
事
務
）

第
十
九
条

地
域
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
。

一

地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す

る
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案

並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

国
土
利
用
計
画
の
う
ち
全
国
計
画
の
作
成
に
関
す

る
こ
と
（
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
に

係
る
も
の
に
限
る
。）。

三

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に

関
す
る
こ
と
（
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭

素
化
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
も
の
に
限
り
、
地
域

脱
炭
素
事
業
推
進
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

四

大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。

五

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
地
方
公
共
団
体
と
の

連
絡
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
四
章
中
第
四
十
八
条
を
第
四
十
九
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
四
十
七
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
第
四
十

六
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
四
十
五
条
を
第
四
十
六
条

と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
第
五
款
中
第
四
十
四
条
を
第
四
十
五
条

と
し
、
第
四
十
三
条
を
第
四
十
四
条
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
第
六
号
」を「
第

四
十
五
条
第
六
号
」
に
改
め
、同
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、

第
四
十
一
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
第
四
十
条
を
第
四
十

一
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
第
四
款
中
第
三
十
九
条
を
第
四
十
条
と

し
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

第
三
十
三
条
を
削
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
中
「
に
係
る
環
境
基
準
及
び
」
を

「
及
び
土
壌
の
汚
染
に
係
る
環
境
基
準
並
び
に
」に
改
め
、

「
含
む
。）」
の
下
に
「
及
び
土
壌
の
汚
染
」を
加
え
、「（
土

壌
環
境
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、

同
条
第
二
号
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
、
土
壌
の
汚
染
及

び
地
盤
の
沈
下
」
を
加
え
、「（
土
壌
環
境
課
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中「（
土
壌

環
境
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同

条
第
九
号
中
「
含
み
、
地
下
水
を
除
く
。）」
を「
含
む
。）、

土
壌
及
び
地
盤
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、

同
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、第
七
号
を
第
八
号
と
し
、

第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
農
薬
の
登
録
及
び
使

用
の
規
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
並
び
に
当
該
規

制
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
章
第
三
節
第
三
款
中
第
三
十
二
条
を
第
三
十
四
条

と
し
、
第
二
十
九
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
を
二
条
ず
つ

繰
り
下
げ
る
。

第
二
十
八
条
中
「
五
課
」
を
「
四
課
」
に
改
め
、「
土
壌

環
境
課
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
第
二
款
中
第
二
十
七
条
を
第
二
十
九
条

と
し
、
第
二
十
六
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十

九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
こ
と
」
の
下
に

「（
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る

施
策
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
を
第
二

十
六
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
参
事
官
は
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項

の
参
事
官
は
」
に
改
め
、
第
二
章
第
三
節
第
一
款
中
同
条

を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
三
条
と
す

る
。第

二
十
条
第
二
号
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
」

を
「
第
四
十
九
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
十
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
条

地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
課
は
、
環
境
の
保
全

の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
関
す

る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
事
務
（
地
方

公
共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る
施
策
に

係
る
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
等
が
行
う
事
業
へ
の

支
援
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

（
参
事
官
の
職
務
）

第
二
十
一
条

第
十
二
条
第
一
項
の
参
事
官
は
、
地
方
公

共
団
体
が
行
う
地
域
の
脱
炭
素
化
に
関
す
る
施
策
に
関

す
る
関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
調
整
に
関
す
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

附
則
第
五
項
を
附
則
第
七
項
と
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に

改
め
、
同
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。

附
則
第
三
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
中
「
第
四

十
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五

項
と
し
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
環
境
再
生
・
資

源
循
環
局
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）」を
付
す
る
。

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
三
十
六
号

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十

一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
省
組
織
令（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、「
第

二
十
三
条

第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
五
条

第
二
十

九
条
」
に
、「
第
二
十
八
条

第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十

条

第
三
十
四
条
」
に
、「
第
三
十
四
条

第
三
十
九
条
」

を
「
第
三
十
五
条

第
四
十
条
」
に
、「
第
四
十
条

第
四

十
四
条
」
を
「
第
四
十
一
条

第
四
十
五
条
」
に
、「
第
四

十
五
条

第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
六
条

第
四
十
八

条
」
に
、「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
九
条
」
に
、「
第
四

十
九
条
」
を
「
第
五
十
条
」
に
改
め
る
。
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